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「IABSE（国際構造工学会）2025 ヘント大会」への調査団派遣について 

土木学会国際化センター 

土木技術者の国際化実践小委員会 

橋梁・構造 WG、Net Zero 橋梁 WG 

1. 実施の背景と目的 

「土木技術者の国際化実践小委員会」では、現状における課題整理や提言に留まらず、グローバルに活

躍できる土木技術者の育成を目指して、国内外の関係者や関連業界との交流や海外調査等の実践的な活

動を展開してきました。2023 年度からは国際センターに活動拠点を移し、さらにグローバル人材育成支

援の取り組みを強化しています。 

当小委員会内の橋梁・構造 WG では、橋梁等のインフラ構造物全般を対象に、多角的な視点から国際

動向と国内の現状を調査し、日本企業及び技術者の海外進出の活発化を目指して活動しています。また、

本 WG で得られた知見を基に昨年度は NetZero 橋梁 WG を発足させ、カーボンニュートラルの評価を考

慮した橋梁設計方法の調査とその実践を目的として活動を行い、その成果を国内外に発信しております。 

今回、これら WG の活動の一環として本調査団を計画致しました。調査団の主な活動は、以下の 2 つ

となります。 

1. 「IABSE2025 ヘント大会への参加」 

世界各国の構造工学に関する最先端の研究や実務事例を学び、国際的な技術交流を通じて

日本の橋梁技術の発展に資する知見の獲得を目指します。 

2. 「土木学会英国分会との交流会」 

欧州の構造工学に関する最新トレンドおよび日本の土木技術者の国際活躍に向けた課題と

展望について意見交換を予定しています。※議題については調整中となります 

本調査団では以上の活動を通して、カーボンニュートラルの取り組みに加え、維持管理・長寿命化技術、

デジタルトランスフォーメーション、新材料・新工法に関する知見など、世界の建設業界における多様な

最新トレンドの把握を目的としています。さらに、日本の技術者が現在有する技術を国際舞台でどのよう

に活用できるか、今後どのように国際競争力を高めることができるかについての実践的知見を得ること

も重要な目的としています。 

 

2. 概要 

(1) 日程 

2025 年 8 月 24 日(日)～8 月 31 日(日) ※イギリス現地集合・現地解散 

(2) 行程表 

日付 行動予定 備考 

8 月 24 日(日) 出国：日本→LHR→ﾛﾝﾄﾞﾝ 航空機、鉄道 

8 月 25 日(月) 活動：土木学会英国分会 との交流会 
 

8 月 26 日(火) 移動：ﾛﾝﾄﾞﾝ→ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ→ﾍﾝﾄ 鉄道 

8 月 27 日(水) 聴講：IABSE2025 ヘント国際会議場 

8 月 28 日(木) 聴講：IABSE2025 ヘント国際会議場 

8 月 29 日(金) 聴講：IABSE2025 ヘント国際会議場 

8 月 30 日(土) 移動：ﾍﾝﾄ→ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ→ﾛﾝﾄﾞﾝ→LHD→ 航空機 

8 月 31 日(日) 帰国：→日本 飛行機 

※LHD：イギリスロンドンヒースロー国際空港 
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(3) 訪問先 

① 土木学会英国分会 

・場所：ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン(UCL) 

・日程：2025 年 8 月 25 日 

・意見交換会の議題(案) 

1) 国際化実践小委員会の活動報告 

 ・Net Zero WG の検討成果報告 

 ・海峡横断 WG（SFTB の基礎検討）の経過報告と今後の展望 

2) 日本の土木技術者の国際活躍に関する意見交換会 

 ・海外の橋梁設計における実務的アプローチ 

 ・欧州での土木分野（企業，研究活動）の国際展開戦略    等 

 ※議題については調整中となります 

 

② IABSE Congress Ghent 2025 ※詳しくは大会 Web サイトへ 

・日程：2025 年 8 月 27 日～29 日 

・THEMES & TOPICS 

Structural safety and reliability（構造安全性および信頼性） 

Serviceability of structures（構造物の使用性能） 

Deterioration, monitoring and maintenance（劣化、モニタリングおよび維持管理） 

Sustainability and circularity（持続可能性および循環性） 

Climate change and extreme loads and conditions（気候変動および極限荷重・環境条件） 

【 参考 】IABSE2025 Web サイト：https://iabse.org/Ghent2025 

 

(4) WG としての取り組み 

WG メンバーとともに、以下の活動へのご参加をお願いしております(任意)。 

① 事前打合わせ：出発前（8 月上旬） 

調査団の旅程確認、土木学会英国分会との意見交換会に向けた議題整理、IABSE2025 ヘント大

会での注目セッションの選定など、渡航前の情報共有と方針確認を行います。 

② 現地滞在中 

IABSE2025 ヘント大会期間中は、参加者間で聴講内容の情報共有を行うとともに、テクニカル

ツアーへの合同参加(参考：https://iabse.org/Ghent2025/Technicalprogramme)を通じて、構造工学に

おける最新の国際動向に関する知見を深めます。 

③ 研究会：帰国後 

参加メンバーで知見共有と分析のための研究会を実施します。IABSE 大会や土木学会英国分会

との交流で得た情報・技術動向を多角的に議論し、調査成果として取りまとめます。 

④ 報告会 

参加メンバーによる海外視察報告会の開催を予定しております。本視察の内容、得られた知見や

考察、今後の取り組み等に関する活動報告を行う予定です。  
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3. 参加費用 

本調査団への参加で生じる大まかな費用は下記の通りです。各費用の手配および支払いは参加者個人

でご対応頂きますようお願いします。 

※ホテル及び鉄道の費用はあくまで募集開始現在で予約可能な便及びホテルの値段であり、申込期間に

よっては他の便やホテルを予約することとなり値段が変動する可能性があります。ご了承ください。 

No. 項目 費用 手配方法 注記 

① 航空券（一例） 約 30 万円 個人 東京⇔ロンドンの往復航空券  

② 鉄道乗車券 約 4 万円  個人 ロンドン⇔ヘントへの往復費用 

③ ホテル 約 20 万円  個人 8/24,25 ロンドン，8/26～29 ヘント  

④ IABSE 参加費 約 18 万円 個人 
Non-Member 

1080 ﾕｰﾛ/person, 170JPY=1.00 ﾕｰﾛと想定。 

 合計 約 72 万円 － １人当たりの想定金額 

 

4. 募集概要 

・参加者人数；最大 10 名程度を予定。 

・募集期間：～2025 年 8 月 1 日 (金) 

・募集 HP：https://committees.jsce.or.jp/kokusai14/node/21 

・申込先、問い合わせ窓口：土木学会国際化センター 

「土木技術者の国際化実践小委員会」橋梁・構造 WG 現地視察企画担当 

高森 敦也（WG リーダー）：takamori-ats@chodai.co.jp 

船水 洋輔（WG メンバー）：funamizu-yosuke@jfe-eng.co.jp 

 

5. その他注意事項 

①現地活動中の食事および通信費等は各自負担となります。 

②イギリス入国にあたり： 

・日本国籍の方は査証（ビザ）は不要ですが、「ETA（Electronic Travel Authorization）」の事前申請（有

料）が必要なため、各自で申請をお願いいたします。詳細は以下の在英国日本国大使館ウェブサイト

をご参照ください。https://www.uk.emb-japan.go.jp/itpr_ja/ETA.html 

・日本国籍でない方は各自でビザ申請をお願いいたします。 

③参加者は各自にて海外旅行保険への加入をお願いいたします。・ 

～ 以 上 ～ 


